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　この地球上では、凍結寸前状態の水中には無数の「氷結晶」が生成します。私達が目にする「氷」は、この氷結晶が
成長し互いに結びついて氷塊になったものです。この氷塊の形成を強く妨げる物質が不凍タンパク質です。私達は、日
本人が普段食べているワカサギなど数多くの日本産魚類に不凍タンパク質が豊富に含まれているという事実を発見しま
した。この発見は、これまで困難であった細胞等の氷温保存を可能にするだけでなく、あらゆる「水を含むもの」の凍
結保存に消費する冷却エネルギーを著しく軽減すると考えられています。
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＜ AFP大量生産システム ＞

インク ＋ 水

インク ＋ 水 + AFP

＜ AFP凍結濃縮抑制機能 ＞

　氷が水分子だけを使って結晶成長を行う結果として、溶質が氷相以外の箇所に溜まってしまう現象のことを凍結濃縮
現象と呼びます（上段の図）。この現象を抑制することが、含水物の凍結品質を保持するために必要なのです。私達は
水溶液にAFPを混ぜて汎用の冷凍庫に入れるだけで凍結濃縮現象は抑制され（下段の図）、溶質は凍結前と同様にきれ
いな分散状態を保つことを初めて明らかにしました。このAFPの能力は、零℃下における含水物中の品質や生理的活性
を保持するために、極めて有用であると考えられています。
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